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21世紀へ◇働き方を変える◇（毎日新聞平成・月1・日版杜説よ
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21世紀へ◇働き方を変える◇（毎日新聞平成・月1・日版杜説より）

ない処遇を工場労働者も望んだ。
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「みんなが主人公」の会社

　21世紀は個人の能力や成果がいっそう厳し

く問われる。働く人々が分断され、ばらばら

になりかねない。

　そういう杜会にはしたくない。

　福岡市で7月半ば、ちょっと変わった電気設

備工事の会杜が旗揚げされた。「労働者協同組

合・九州ユニオン電設事業体」（仮称）である。

　福岡県内で従業員165人を抱える中堅の電気

設備会杜が今年5月倒産、その元杜員8人が設

立した。

　呼びかけの中心となったのは元専務の大村

関雄さん（57）だ。技術畑一筋に38年勤めて

きた。その腕を見込まれ、倒産後、いくつか

の企業から声をかけられたが、断った。

　倒産した会杜の工事は80％がゼネコンの下

請け。工事単価は切り下げられる一方だった。

そんな仕事ばかりやりたくない。何より「会

社のため」というのはもう嫌だった。

　「日本労働者協同組合連合会」から加入を

勧められた。全員が一口5万円の出資者であり、

労働者でもある。利益は出資者で分配する。

「みんなが主人公」となり、社会貢献をめざす

理念に心を動かされた。

　事務所や設備は「日本労働者協同組合連合

会」の支援で確保できた。行く先はまだ見え

ない。が、「とにかく、みんなで小さな仕事を

こつこつとやっていこう」と誓い合う。

　労働者協同組合という組織は日本での知名

度は低いが、欧米では長い歴史を持つ。欧州

では5万近い生産組織があり、そこで働く組合

員は70万人を越える。

　日本の場合、1980年代からその動きが本格

化したばかりだ。労働組合から生まれた「日

本労働者協同組合連合会」と生協から生まれ

た「ワーカーズ・コレクティブ・ネットワー

ク・ジャパン」とがあり、合わせて299組織、

そこで働く組合員数は1万4千人、年間事業高

（売上高）は172億円に上る。

　公園の管理、緑化、病院の管理、生協と提

携した白然食品づくりなどのほか、最近、急

増してきたのは介護保険の導入を控え、ヘル

パー派遣や高齢者向けの給食サービスだ。

労働者協同組合法の制定を

　欧米と違うのは規模だけではない。労働者

協同組合を認知させる法律を持たないことだ。

生協や農協などは法律上、営利組織ではない

として、一般企業に比べ、適用税率は低いが、

労働者協同組合は一般企業なみに課税される。

運営は楽ではない。

　日本労働者協同組合連合会は5万人、年問事

業規模1，000億円を目標に掲げる。組織拡大の

ためにも法律はどうしてもいる。95条から成

る「労働者協同組合」法案を作った。近く、

各政党に成立を働きかける。

　今春、民間の非営利団体（NPO）に法人格

を与える特定非営利活動促進法（NPO法）も

スタートした。

　増える老人の介護を担うのは公的なヘルパ

ーや民問のシルバービジネスだけでは難しい。

今後、労働者協同組合やボランテイアのNPO

組織への二一ズは否応なく高まるだろう。

　日本の高度成長はひたすら会杜につくす

「会杜人間」に支えられた。21世紀の日本はも

はや、そうした人たちだけではもつまい。

　働き方の「個別化」は進むが、価値観も多

様化する。何のために働くのか、と問う若者

も増え始めた。

　みんなが助け合い、地域杜会に貢献する働

き方の輪をもっと広げられないか。労働者協

同組合の取り組みはそのひとつの方向を示し

ている。
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